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１．はじめに 
吹付のり面の老朽化に伴う道路災害が報告されており，

その要因として背面地山における空洞化が指摘されている1)．

現行の防災点検においては，主に目視点検が主体であり2)，

補完的な吹付け法面背面の空洞化を把握するためのハンマ

ーを用いた打音調査等が考えられる1)．ただし，道路防災カ

ルテ点検において一現場あたりに点検に要すことが可能な

時間は約40分程度3)であり，高所までを含めた広範囲におけ

る打音調査には限りがある．そこで，熱赤外線映像法を用

いた非破壊探査法の併用が提案され，実用化されている4)．

なお，事前に熱赤外線映像法を用いて空洞化した箇所や範

囲を定性的に抽出することにより打音調査位置の絞り込み

が可能となり，効率的な点検が可能となる．さらに，数種

の画像における温度の違い（表-1）を用いた背面地山内に

おける水分状況の把握等が提案されている例えば4)．ただし，

現行の道路防災点検において老朽化した全ての吹付のり面

を対象に本技術が適用はされておらず，一部しか適用され

ていない．その要因としては，マニュアル4)等により示され

た方法では，同一箇所を対象にした二時刻（昼間及び早

朝・深夜等の非昼間時）の熱赤外線映像を用いて詳細に分

析（温度差分析）する手法が提案されているため，撮影に 

 表-1  一般的な評価指標
4)
（吹付背後の性状と温度変化の違い） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1  対象吹付のり面の全景図（Case 1） 

 

 

要す時間的な制約や分析解析ソフトの整備等に伴って，比

較的に高価な調査となるためによるものと考えられる． 

 

 

 

 

 

 

 

図-1一時刻の熱赤外線画像（Case 1,昼間:12:00,色相範囲:15～21℃） 

 

 

 

 

 

 

 

図-2一時刻の熱赤外線画像（Case 1,深夜:24:00, 色相範囲:10～13℃） 

 

 

 

 

 

 

 

図-3処理画像（Case 1,二時刻の温度差画像, 色相範囲:-5～10℃） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-2  対象吹付のり面の全景図（Case 2） 

 

 

吹付け背後の

性状 
日中の表面 

温度 
深夜・早朝の

表面温度 
二時刻の 
温度変化 

空洞部 特に高温 低温 特に大きい 
土砂部 高温 低温 大きい 
健全部 やや低温 高温 小さい 
湿潤部 特に低温 低温 特に大きい 
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図-4 一時刻の熱赤外線画像（Case 2,昼間:16:00色相範囲:30～45℃） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5  一時刻の熱赤外線画像（Case 2,早朝:5:00, 色相範囲:0～10℃） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3処理画像（Case 2,二時刻の温度差画像, 色相範囲:20～40℃） 

 

そこで，本研究では熱赤外線映像法の更なる普及に向け

て，調査時における負担を軽減しコスト縮減を図るため，

空洞化の抽出を目的とした診断時における一時刻の映像の

みを用いた調査方法による妥当性について検証する． 

表-2  撮影条件
4) 

 昼間時撮影時刻 非昼間時撮影時刻 撮影時期

Case 1 12:00 24:00 6月 
Case 2 16:00 5:00 4月 
Case3 12:00 5:30 6月 

表-3  分析結果（各一時刻画像と温度差画像との相関係数） 
 昼間時撮影画像と温度差

画像との相関係数 
非昼間時撮影画像と温度

差画像との相関係数 

Case 1 0.89 0.47 
Case 2 0.72 - 0.03 
Case 3 0.85 0.35 

２．検討概要及び結果 
既往のマニュアル 4)に示されている熱赤外線映像法によ

る評価事例（写真-1 及び写真-2）で用いられている三種の

熱赤外線画像（昼間時・非昼間時の一時刻画像及び二時刻

の温度差画像，Case1：図-1 から図-3 まで，Case2：図-4 か

ら図-6 までの画像等）を用いて，各一時刻画像と分析後の

画像（温度差画像）とにおける色相の変化に関する相関係

数をそれぞれ算出した．なお，Case1から Case3までの 3ケ

ースにおける撮影時刻を表-2に，分析結果を表-3にそれぞ

れ示す．表-3 に示されるとおり，昼間時に撮影された熱赤

外線画像と温度差画像との相関係数はそれぞれ 0.7 以上で

あり，空洞化箇所の抽出を目的とした調査の場合，昼間時

の一時刻画像を用いた吹付のり面の老朽化診断や評価にお

いて適用が可能であることが示唆された．ただし，本検討

は 3 事例のみであり，他事例での検証が望まれる．なお，

相関係数が最も低い Case2 を他の 2 ケースと比較すると，

撮影時期や時刻の違いより，日射量や温度差の違いが分析

の精度に影響を与える可能性があることが示唆された． 

 

３．おわりに 
本研究では，吹付のり面の背後における空洞化を抽出す

る場合における一時刻の映像のみを用いた簡易的な手法を

提案することを目的に，昼間時等に撮影された一時刻映像

と最終的に評価に用いる分析後の画像との相関について 3

事例を対象に分析した．分析した結果，各相関係数は 0.7

以上であり，地山背面における空洞化箇所の抽出において

一時刻の映像のみを用いた簡易的な手法が適用可能である

ことが示唆された．今後，更なる検証が望まれる． 
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